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共
創
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
制

度
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど

か
ら
、
公
共
施
設
や
道
路
の
不

具
合
な
ど
、
行
政
課
題
を
通
報

い
た
だ
く
「
い
わ
き
の
ま
ち
を

ス
マ
ホ
で
レ
ポ
ー
ト
『
ス
マ
レ

ポ
い
わ
き
』
」
と
、
市
政
に
関

す
る
提
案
を
い
た
だ
く
「
ま
ち

づ
く
り
ア
イ
デ
ア
ポ
ス
ト
『
ｉ

Ｐ
ｏ
ｓ
』
」
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使

い
、
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
、
行

政
課
題
に
係
る
情
報
を
広
く
通

報
い
た
だ
く
も
の
が
、
ス
マ
レ

ポ
い
わ
き
で
す
。

▼
投
稿
方
法
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　
ン
な
ど
か
ら
、
Ｆ
ｉ
ｘ
Ｍｙ

　
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

　
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
無
料
）
か
ウ
ェ

　
ブ
サ
イ
ト
に
、
現
場
の
位
置

　
や
写
真
な
ど
、
状
況
を
入
力

※

投
稿
さ
れ
た
内
容
の
確
認
は
、

　
平
日
の
八
時
三
十
分
か
ら
十

　
七
時
十
五
分
に
行
い
ま
す
の

　
で
、
緊
急
時
は
、
関
係
機
関

　
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
市
政
に
関
す
る
ま
ち
づ
く
り

な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
広
く
提
案

い
た
だ
く
も
の
が
、
ｉ
Ｐ
ｏ
ｓ

で
す
。
　

▼
対
象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は

　
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
や
、

　
活
動
拠
点
の
あ
る
企
業
・
団

　
体

▼
要
件
　
次
の
要
件
な
ど
を
全

　
て
満
た
す
提
案
　
①
ま
ち
づ

　
く
り
に
関
す
る
建
設
的
な
も

　
の
で
あ
る
　
②
特
定
の
個
人

　
や
団
体
の
権
利
、
誹
謗
、
中

　
傷
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す

　
る
も
の
で
は
な
い
　
③
公
序

　
良
俗
に
反
し
な
い
　
④
営
利

　
を
目
的
と
す
る
内
容
を
含
む

　
も
の
で
な
い
　

▼
提
案
方
法
　
同
課
、
各
支

　
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
タ
ー
に
備
え
付
け
の
提
案
用

　
紙
な
ど
に
記
入
し
、
投
書
箱

　
へ
投
函
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か

　
ら
提
出
（
郵
送
、
　
22
・
7

　
4
6
8
、

※

詳
し
く
は
、
同
課
へ
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

共創のまちづくり提案制度を実施
～スマレポいわきとｉＰｏｓで
　　　　　　 市へ通報・提案～

○お問い合わせ
　ふるさと再生課広聴グループ
　☎22－7438

共
創
の
ま
ち
づ
く
り

提
案
制
度
の
概
要

ス
マ
レ
ポ
い
わ
き
で

行
政
課
題
を
通
報

ｉ
Ｐ
ｏ
ｓ
で
ま
ち
づ
く
り

の
ア
イ
デ
ア
を
提
案

　
　
　
　
　
　ipos@

city.

　iw
aki.fukushim

a.jp

可
）

フ
ィ
ッ
ク
ス

　
マ
イ

あ　　い　　ぽ　　す

あ
い
　

ぽ
　
　す

ス

　ト

　リ

　ー

　ト

　ジ

　ャ

　パ

　ン

○共創のまちづくり提案制度の流れ

●ｉＰｏｓで提案 ●スマレポいわきで通報

市民 明るく元気なまちを
実現したい！

公共施設や道路に不
具合を発見！

受理した提案については30日以内に提
案者に回答し、市ホームページで公表

提案用紙に記入
し、投書箱へ投
函するなどして
提出

FixMyStreet 
Japanから現場
の写真など、状
況を投稿

通報された行政課題に対応し、FixMy
Street Japanで結果などを公開

市

○
お
問
い
合
わ
せ

　
創
生
推
進
課

　
☎
22
・
７
０
２
５
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少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
の
急

激
な
変
化
に
伴
い
、
地
域
が
抱

え
る
課
題
は
高
度
化
・
複
雑
化

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
多
様

な
主
体
が
連
携
し
、
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

そ
こ
で
市
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
、
新
・
市
総
合

計
画
改
定
後
期
基
本
計
画
や
い

わ
き
創
生
総
合
戦
略
の
理
念
に

基
づ
き
「
共
創
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
「
市
以

和
貴
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

 

同
条
例
で
は
、
市
民
と
市
の

果
た
す
べ
き
役
割
、
共
創
の
ま

ち
づ
く
り
の
手
法
・
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

市
民
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
、
手
法
や
取
り
組
み

を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
市
民
の
役
割
は
「
自
ら
が
ま

ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
る
」
こ
と
で
す
。

　
市
政
へ
の
ア
イ
デ
ア
提
案
や
、

本
市
の
魅
力
の
発
信
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
と
の
連
携
な
ど
、
市
民

の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
、

魅
力
に
あ
ふ
れ
た
「
い
わ
き
」

の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
が
ま
ち
づ
く

り
に
主
体
的
に
参
画
で
き
る
よ

う
、
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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市
以
和
貴
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
制
定

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
条
例

自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
の

主
体

〜
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
で
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
「
い
わ
き
」
へ
〜

・市民　本市に居住または通勤・通
　学している方、事業所等を有する
　法人・団体など
・共創　市民の参画や市民と市の連
　携の下、相互の知恵と資源を結集
　して新たな価値を創出すること

同条例での定義

○市以和貴まちづくり基本条例の概要

基本原則
手法②　市民参画 手法③　連携

取り組み

・まちづくりに主体的に
　参画【市民】
・施策の企画などへの市
　民参画を推進【市】
・次代を担う子どもたち
　のまちづくりへの参画
　を支援【市民と市】　　　

手法①　情報の共有

・情報を分かりやすく提供【市】
・市政へのアイデアを提案【市民】
・市民提案をまちづくりに反映【市】

・相互理解、信頼関係の
　下に連携【市民と市】　　　
・世代や地域などを超え、
　相互に連携【市民】
・他市町村などと幅広い
　分野で広域的に連携
　【市】

共創のまちづくり

　地域の課題を解決し、
地域資源を最大限に活用
して地域の価値を向上

　地域への誇りや郷土愛
を育み、未来を切りひら
く人財を育成

　暮らしの基盤である地
域産業を創出・振興する
とともに雇用を創出

地域産業の振興
（しごとづくり）

地域価値の向上
（まちづくり）

地域人財の育成
（ひとづくり）

魅力にあふれた「いわき」の実現



　
今
回
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、

年
間
の
一
人
当
た
り
の
保
育
認

定
に
係
る
利
用
者
負
担
額
（
保

育
料
）
は
、
平
均
約
三
万
七
千

円
（
約
一
・
七
月
分
）
軽
減
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
幼
稚
園
や

認
定
こ
ど
も
園
の
三
歳
〜
五
歳

児
の
教
育
認
定
に
係
る
利
用
者

負
担
額
は
現
行
ど
お
り
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
課
ま
た
は
各

地
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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保育所等の利用者負担額を引き下げ
　市は、子育て世代の経済的な負担軽減を図り、安心して子を
産み育て、働くことができる環境をつくるため、４月から保育
所等の保育認定に係る利用者負担額（保育料）を引き下げます。

○お問い合わせ
　こども支援課
　保育・教育係　
　☎22－7458

いわき市民芸術文化栄誉賞

勿来第一中学校報道委員会

表彰
　芸術文化の分野で特に顕著な成績を収められた、次の２団体を表彰しました。
▷勿来第一中学校報道委員会〔２月22日表彰式〕
　第33回ＮＨＫ杯全国中学校放送コンテストテレビ番組部門最優秀賞
▷錦小学校吹奏楽部SUNSHINE MARINES〔３月７日表彰式〕
　第35回全日本小学校バンドフェスティバル金賞（最高賞）

錦小学校吹奏楽部SUNSHINE MARI
NES

〈表１〉利用者負担額（標準利用時間で利用する第１子の例）

非課税
均等割のみ課税
48,600円未満
48,600円以上65,000円未満
65,000円以上75,000円未満
75,000円以上85,000円未満
85,000円以上122,000円未満
122,000円以上131,000円未満
131,000円以上168,000円未満
168,000円以上213,000円未満
213,000円以上220,000円未満
220,000円以上353,000円未満
353,000円以上

改正後
3,000
8,000
10,000
16,000
18,000
20,000
23,000
26,000
28,000
28,000
28,000
28,000
28,000

改正後
3,000
8,000
11,000
17,000
19,000
21,000
24,000
27,000
29,000
31,000
31,000
31,000
31,000

改正後
０～２歳児 ４・５歳児３歳児

利用者負担額（月額）
階層区分

（市町村民税額）

4,000
11,000
14,000
21,000
23,000
25,000
28,000
33,000
37,000
42,000
47,000
54,000
57,000

現行
5,800
14,000
16,000
20,600
23,000
24,000
26,500
30,700
30,700
30,700
30,700
30,700
30,700

現行
5,800
14,000
16,000
20,600
23,000
24,000
26,500
33,800
35,600
35,600
35,600
35,600
35,600

現行
7,400
17,000
19,000
23,800
26,000
27,000
29,500
36,700
40,000
44,500
54,200
58,300
59,600

所
得
割
課
税
額

※利用者負担額は、児童の年齢と父母の市町村民税額などにより決定します。
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○
市
長
事
務
部
局

　
総
合
政
策
部
創
生
推
進
課
に
、

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
体

制
を
強
化
す
る
た
め
「
公
民
連

携
グ
ル
ー
プ
」
を
、
都
市
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
を
図
る
た
め

「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
グ
ル
ー

プ
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
放
射
線
量
低
減
化
対

策
な
ど
を
環
境
業
務
と
一
元
化

し
、
効
率
的
・
専
門
的
に
対
策

を
図
る
た
め
、
除
染
対
策
課
を

総
合
政
策
部
か
ら
生
活
環
境
部

に
移
管
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
財
政
部
に
、
債
権

の
効
率
的
・
効
果
的
な
徴
収
を

実
施
す
る
た
め
「
債
権
管
理

課
」
を
、
観
光
交
流
室
観
光
交

流
課
に
、
第
八
回
太
平
洋
・
島

サ
ミ
ッ
ト
の
円
滑
な
実
施
と
、

観
光
交
流
人
口
の
増
大
な
ど
を

図
る
た
め
「
太
平
洋
・
島
サ

ミ
ッ
ト
担
当
」
を
新
設
し
ま
し

た
。

○
議
会
事
務
局

　
組
織
体
制
の
充
実
・
強
化
や

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

総
務
議
事
課
の
係
を
見
直
し

「
総
務
秘
書
係
」
「
議
事
運
営

係
」
「
政
策
調
査
係
」
に
再
編

し
ま
し
た
。

ト
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ッ
ク
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市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

　市は、津波被災地における雇用創出や地域振興を
図るため、民間活力を活かした復興・創生プロジェ
クトとして、防災集団移転跡地を活用する事業計画
を公募しました。
　事業計画の応募があった久之浜町末続地区・金ケ
沢地区で、事業を円滑に実施するため、２月16日に
２事業者と同協定を締結しました。　
○久之浜町末続地区
▶事業者　株式会社イノベーション農業福祉研究所
▶事業内容　太陽光利用型植物工場によるトマト栽
　培生産事業
○久之浜町金ケ沢地区
▶事業者　トラスト企画株式会社
▶事業内容　ケナフ栽培による第一次産業からの六
　次産業化に向けた原料（ケナフ）の栽培

　同計画では、避難先として、南方面
は茨城県、西方面は福島県の市町村を
位置付けていますが、新たに西方面に
新潟県の市町村を追加しました。
　また、南方面への具体的な避難経路
や避難先の施設が決定したため「原子
力防災の手引き（暫定版）」を作成し、
４月10日から各世帯に配布するととも
に、同課、各支所・市民サービスセン
ターに備え付ける予定です。
　原子力災害時に迅速
かつ確実に避難できる
よう、避難方法などを
確認してください。

防災集団移転跡地活用事業
パートナーシップ基本協定

市原子力災害広域避難計画を改定
～避難先市町村を追加など～

　原子力対策課　☎22-1204

○
お
問
い
合
わ
せ

　
職
員
課
行
政
管
理
係

　
☎
22
・
７
４
０
７

　
議
会
事
務
局
総
務
議
事

　
課
総
務
秘
書
係

　
☎
22
・
７
５
３
５

４月
から

再編した市長事務部局の組織図

い

締結

総合政策部

生活環境部

財 政 部

観光交流室

環境企画課
ごみ減量推進課
廃棄物対策課

財 政 課

契 約 課
税 務 課
市 民 税 課
資 産 税 課

観光交流課 観光企画係

観光事業課
都市交流係

除染対策課

債権管理課

管 理 係
業 務 係

政策企画課
公民連携グループ創生推進課

秘 書 課
ふるさと再生課
ふるさと発信課
危機管理課
原子力対策課

太平洋・島サミット担当

シティセールスグループ

施設マネジメント課


